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業単位として

業と現地研修

 

期研修プログ

すでに中学・

や短期語学研

学する学生も

生の語学力や

まえて、NU-O

に合った海外

択できるよう

段階に分類

研修の定番と

異文化体験を

経験がある学

テップアッ

の実践活動や

に、協定校が

表 2

程度の講義

記入・渡航準

留学先国・
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種類・テーマ
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程度の講義
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は 2〜4 週間

回程度）と帰

入れることと

て認定される

修中の課題と

グラムの種類

高校

研修等

も少な

や異文

TI で

外短期

工夫

類して

も言

を中心とする

学生に向けた

プ型」として

やグローバル

が主催する短

 「講義一

】 

準備（語学学

大学事情、

マにあった学
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の学生生活の
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間であるが、

帰国後の事後

とした。これ

る教養教育院

と成績を合わ

類 

る研修であり

た研修で、現

ている。そし

ルキャリアを

短期研修プロ

体型」海外

学習・スタデ

安全危機管

学習（「お試

の過ごし方、

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

授業化に伴
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わせて、授業

「お試し型

現地で専門講

して 3 つ目を

を視野に入れ

グラムもこ

短期研修の

内容 

ディスキルズ

管理等 

し型」、「ステ

交換留学へ

『留学交流』
           

             

構 Copyright © 

伴い研修前後

回程度）を一

体型」海外

教養科目」と

業を担当する

型」と呼んで

講義の受講、
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概要 

ズ）、問題意識

テップアップ
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でいる。2 つ
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識の立て方、
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2.5. 授業

 教養教育

登録時期と

期開始の数

り、学生は

らない。 

 しかしな

学期が進む

ば、なおさ

ことができ

い学生の例

ログラム周

まり、夏期

来のものよ

 二つ目は

時間割は各

年生の参加

いう状況を

位置づけ、

い場合は、

 

2.6. 経済

 本学の海

る費用は従

やはり数十

よう、日本

ずしも毎年

として学内

る「名古屋

平成 27 年度

万円が学生

学生は海外

          

       

業履修・形態

育院と海外短

と海外研修開

数週間前に授

は履修登録す

ながら、実際は

むにつれて、

さらである。

きなかったと

例も多く見て

周知に時間を

期休暇中実施

より遙かに延

は、多くの名

各学部により

加需要も少な

をなるべく少

参加学生が

週末に授業

済的支援制度

海外事務所を

従来の海外短

十万円単位の

本学生支援機

年採択される

内と研修先に

屋大学海外留

度から開始し

生の指定口座

外研修参加の

           

        

態とその工夫

短期研修の授

開始時期が約

授業登録が始

する海外短期

は、学期開始

計画が具体

今まで研修

という学生、

てきた。そこ

をかけ、学生

施する研修の

延長すること

名大生が参加

異なる。NU-

なからずある

少なくするた

が確定してか

業を開講する

度（名古屋大

を活用し海外

短期研修と比

の費用はかか

機構の海外留

ることが確約

における成績

留学奨励制度

した。これは

座から引き落

の際に積立金
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授業化を協議

約 5 カ月開く

始まり、海外

期研修開始の

始前後では次

体的になって

修参加の決断
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で、NU-OTI

生が十分考え

の授業登録を

を可能とし

加可能な授業

-OTI として

る。他授業と

ため、何曜日

から学生の事

ることもある

大学海外留学

外留学部門教

比較すると安

かる。海外留

留学支援制度

約されていな

績優秀者に渡

度」を平成 25

は、希望者の

落とされ、本学

金を留学資金
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議する際、い

ことである

外短期研修は

の約 5 カ月前

次の長期休暇

ていく学生が

断を躊躇して

修の存在を申

では、研修

える時間を作

を後期（秋学
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業の開講時間

の海外短期

とのバッティ

の何限目と

事前・事後授

る。 

学奨励制度・

教員による授

安価になって

留学部門では

度（協定派遣

ないため不安

渡航費の一部

5 年度から設

のみが対象だ

学の留学積立

金に充てるこ
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いくつかの問

る。本学の履

は学期最終試
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暇の計画を具

が多数である

ている間に申

申込締切後に

修説明会を学

作ることとし

学期）に持っ

間の確保であ

研修は主に

ングで研修

固定するの

授業の日程を

留学積立金

授業や引率を

ている。しか

は、名大生の

遣）には毎年
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部（渡航先国

設立している

だが、積立制

立金専用口座

とができる
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込締切が過
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学期開始前後

た。更に、

てくること
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1,2 年生を
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決めること

金制度） 

実施するこ

かしながら、

金銭的負担

年申請してい

そこで、本

によって金

る。さらに、

制度参加時期
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ことができ
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とした。参

とで、名大

どの海外短
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金額は異なる

、「留学積立

期から卒業時

るものである

1 年生の 8
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始まる。つま

いなければな
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学直後であれ

い、参加する

とができな

も実施し、プ

は研修後、つ

募集期間を従

あるため、

ものの、3,4

なかったと

して授業を

参加人数が多

大生が負担す

短期研修でも

軽減できる

然ながら、必

恒常的な制度

）を支援す

立金制度」を

時まで毎月 1

る。そして、

月に開催さ
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れる研修に

カ月 x4 年間

卒業するま

し込みがあ

 また、保

は入学直後

留学説明会

も 100 名近

ズがあり、

では、「親の

る。近年で

ため、今後

 

3．今後の課

3.1. 需要と

  海外事務

事務所設置

がちである

ゴル等）。今

が高まる可

部門関係者

れることで

修プログラ

 

3.2. 発信型

 現在の N

まれている

渡航先で学

いう要素は

分野の発信

語を学んで

の仕組みの

          

       

に参加する学

間）の支援を

までの在学期

あった。 

護者に対し

後の 5 月、7 月

会を実施し、

近い保護者が

興味を持っ

の同意を得る

では、保護者

後留学希望者

課題と展望 

と供給の問題

務所を活用す

置国が学生の

るが、本学は

今後これらの

可能性はある

者が、それら

で、参加人数

ラムを立ち上

型 NU-OTI 海

U-OTI として

るものの、主

学習するとい

は取り入れて

信といった活

でいる学生、

の中では、名

           

        

学生の場合、

を留学積立金

期間中に毎月

ても積極的

月のオープ

本学の海外

が参加し、い

っていること

ることができ

者から海外留

者数を増やす

題 

することで、安

の留学したい

は比較的アジ

の国と日本と

るが、現在の

らの国に滞在

数が確保でき

上げる際は、

海外研修の開

ての海外短期

主に言語、文

いった研修内

ていない。今

活動を中心に

日本語学科

名大生が事前
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積立額は 5

金から前借り

1 万円を返

に海外短期研

ンキャンパス

外留学制度や

いずれの説明

が理解でき

きない」、「親

留学制度の詳

すためには保

安全面や金銭

い希望国であ

ジアに多くの

とのつながり

の名大生の留

在することの

きている部分

名大生の需

開発 

期研修の大半

文化、現地事

内容が中心で

今後は、従来

にする研修を
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カ月間（4-8

りして捻出す

返還していく

研修の説明

ス、さらに

や金銭支援制

明会でも多く

きた。海外留

親が海外に行

詳細について

保護者も巻き

銭面で参加学

あるとは限ら

の拠点を構え

りが強化、あ

留学需要とは

の意義を説明

分が大きい。

需要と研修内

半は、一部調

事情、専門分
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来の受動的研
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ている協定校

れぞれの視点
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8 月）＝5 万
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という仕組
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の質問があ
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行かせてくれ

て直接問い合

き込んで展開

学生に利点が

ない。一般
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あるいは何ら

はおそらく合
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今後、新た

内容の合致が

調査活動・フ

分野を学ぶこ
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研修内容のみ
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加奨励を行
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国際交流活

あった。保護

が実施する
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合わせがくる

開する必要性
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国、タイ、

かの形で注

合致していな
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に海外事務

が重要な要素
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